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2020年２月期 第２四半期連結累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 
 
2019年４月10日に公表いたしました2020年２月期第２四半期連結累計期間（2019年３月１日～2019年８月31

日）の連結業績予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．2020年２月期 第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2019年３月１日～2019年８月 31日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 23,400 590 730 440 18.40 

今回修正予想（Ｂ） 22,450 760 940 620 25.93 

増減額（Ｂ－Ａ） △950 170 210 180 ― 

増減率（％） △4.1 28.8 28.8 40.9 ― 

(ご参考) 前期第２四半期実績 
(2019年２月期第２四半期) 

13,003 713 771 527 27.60 

(注) 当社は 2019 年３月１日付の日新運輸株式会社との株式交換に伴い、交付する 4,800,000 株の内、4,159,200 株は新株発行を行い、

残り 640,800株は自己株式を充当しております。前回発表予想並びに今回修正予想の１株当たり四半期純利益については、新株発行
後の発行済株式数 23,913,600株から自己株式 33株を除く期中平均株式数 23,913,567株にて算定しております。 

 
２．修正の理由 
  当社は、2019年３月１日を効力発生日とし、当社を株式交換完全親会社、日新運輸株式会社（以下「日新運
輸」といいます。」を株式交換完全子会社とする株式交換を行いました。 
この株式交換により、日新運輸並びに同社の子会社が当社グループに加わったことで、国内外における当社

グループの事業基盤は拡大し、さらに検品・検針・加工業務といった輸出入の付帯業務までを当社グループで
請け負える環境となり、顧客へより充実したサービスの提供が可能となりました。 
この環境下、グループシナジーの創出に向けての取組みに注力したこと、並びに従来からの一貫輸送の提案

型営業を積極的に展開したことで、当社グループの主力である中国や東南アジアから日本への輸入海上輸送の
取扱いは増しております。しかしながら、消費増税を前にした在庫調整や日本国内での個人消費の伸びの弱さ
に加え、今夏の天候不順などの影響により、アパレルを中心に国際貨物の荷動きが想定よりも鈍く、営業収益
においては、前回発表予想を下回る見通しであります。 
一方、利益の面では、国内外での輸送における仕入コストが上昇基調にある中で、販売価格への転嫁等にも

取り組み、安定した利益確保に努めてまいりました。 
また、販売費及び一般管理費では、日新運輸を子会社化したことによるのれん償却額の発生や人員の増加及

び人事制度の再構築による人件費の上昇等により、各費目で増加することとなりましたが、その反面、グルー
プで可能な限りコストを削減すべく検討を重ねることで、利益の創出を図ってまいりました。加えて、販売費
及び一般管理費の一部未消化もあって、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益それぞれに
おいては、前回発表予想を上回る見通しであります。 

 
なお、2020年 2月期通期の連結業績予想は、2019年４月 10 日に公表いたしました予想数値を据え置くこと

といたしますが、今後の業績の動向等を注視し、修正する必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算定したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以上  


